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やがて、兄弟もやって来て、ヨセフの前にひれ伏して言った。「このとおり、私たちはあ

なたの僕です。」ヨセフは言った、「心配することはありません。私が神に代わることがで

きましょうか。あなたがたは私に悪を企てましたが、神はそれを善に変え、多くの民の命

を救うために、今日のようにしてくださったのです。ですからどうか心配しないでくださ

い。あなたがたと幼い子どもは私が養いましょう。」ヨセフは兄弟を慰め、優しく語りかけ

た。(創世記 50 章 18 節～21 節) 

 

ヨセフの功績によって、父ヤコブはエジプト人から敬意を表され、壮大な葬儀が執り行

われた。葬儀を終え、ヤコブ一族は、ゴシェンの地に帰って来た。ヨセフの兄弟は、父が

亡くなったので、ヨセフを奴隷としてエジプトに売ったことを恨んで、自分たちに仕返し

をするのではないかと恐れた。そこで、人を介してヨセフに伝えた。「父は亡くなる前に、

こう命じていました。『ヨセフにこう伝えなさい。確かに兄弟はお前に悪いことをした。だ

がどうかその背きの罪を赦してやってほしい。』それでどうか今、あなたの父の神に仕える

僕どもの背きの罪を赦してください。」兄弟は、この言葉を父ヤコブの言い遺した言葉とし

て、ヨセフに伝え、赦しを求めている。さらに、自分たちは父ヤコブの神に仕える僕であ

ると、信仰を加味して赦しを乞うている。 

ヨセフが、ユダの嘆願を聞いて、私をエジプトに遣わしたのは、あなたがたではなく、

命を救うために、先に、神が私をエジプトに遣わされたので、悔やむことも、責め合った

りする必要はないと、赦しと和解を告げたのは 17 年前であった。その後、父ヤコブと共

に、全財産をエジプトに携え下り、一族は、数を増し、平和な暮らしをしていた。しかし、

父が亡くなった時、兄弟は、ヨセフの赦しがまだ、信じられないでいたということである。 

ヤコブの場合も同様である。兄エサウが受け継ぐ神の祝福を、母リベカと共謀して、奪

い取った。怒ったエサウの殺意を逃れて、母の故郷パダン・アラムに身を寄せ、家族を形

成した。時が過ぎ、エサウとの和解を目指し、莫大な宥めの献げ物を用意し、「ヤボクの渡

し」で夜っぴて祈り、エサウとの再会に備えた。会って見ると、エサウは祝福を奪われた

ことなど、全く忘れたかのように対応してくれた。エサウは、一緒に故郷に帰ろうと言っ

たが、ヤコブは家畜の世話があるから、ゆっくり進むと、同行を断っている。また、エサ

ウは、僕を何人かを残して、手伝わせようと言うと、「それには及びません。ご主人様のご

好意だけで十分です」と断っている。ヤコブは兄の赦しを信じることができず、警戒を解

いていなかったからである。ヤコブの息子たちも、ヨセフの赦しを、17 年経っても、受け

入れてはいなかった。彼らは自分の犯した罪を忘れず、心に留めていた。すぐに忘れ、何

でもなかったかのように自己正当化する人より、魂が深いのではないか。ヤコブの息子た

ちがヨセフの赦しと和解を信じられないでいる言葉を聞いて、ヨセフは泣いた。 

「やがて、兄弟もやって来て、ヨセフの前にひれ伏して言った。『このとおり、私たちは

あなたの僕です。』ヨセフは言った、『心配することはありません。私が神に代わることが

できましょうか。あなたがたは私に悪を企てましたが、神はそれを善に変え、多くの民の

命を救うために、今日のようにしてくださったのです。ですからどうか心配しないでくだ

さい。あなたがたと幼い子どもは私が養いましょう。』ヨセフは兄弟を慰め、優しく語りか

けた。」人は神ではない。神は悪を裁き、悪を赦し、悪を善に代え、命を救う方である。こ

の神を信じる信仰によって、ヨセフも兄弟も救われていった。 


